
「学びの変革」推進プロジェクト事業 高校教育課

家庭学習を活用した基礎・基本の徹底と、生徒の「できる」喜びと「学ぶ意欲」を育むことで、さらなる知識の習得と資質・能力
の育成を図る「学びの好循環」を作り出すことで、「何を知っているか」から、「何ができるようになったか」を重視する「学びの
変革」を行うとともに、変化・複雑化する課題の解決に必要な資質・能力（コンピテンシー）を育成することを目的とする。

知識ベースの学び
（何を知っているか

を重視）

知識 ⇒～できる

従来の知識伝達型の授業

学びの変革 ～ 「何を知っているか」 から 「何ができるようになったか」 を重視する学びへの転換 ～
家庭学習を活用した基礎・基本の徹底と、生徒の「できる」喜びと「学ぶ意欲」を育むことで、さらなる知識の習得と資質・
能力の育成を図る。

■ 問題に解答するときに、「単に答えだけでなく、答えに至る過程や根拠まで説明できるようにしている」生徒の割合
■ 基礎・基本の徹底のために家庭学習を活用する教員の割合
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さらなる知識の習得＋資質・能力の育成

コンピテンシーベースの学び
（何ができるようになったか

を重視）

知識 ⇒ ＜活用・協働＞ ⇒ ～できる

活用・協働型の授業 と「学びの好循環」

学びの
変革

【具体的な資質・能力（コンピテンシー）】
（能力） 知識・情報処理能力、思考力・判断力・表現力、課題発見・解決能力、論理的・建設的批判能力、コミュニケーション能力、

英語運用能力 等
（意欲・態度） 学び続ける意欲、他者と円滑に人間関係を構築する能力、他者と協働する能力、争いを処理し解決する能力、

多様性に対する適応力 等
（価値観等） 滋賀への深い愛着、自分への自信、異文化理解・共感力、アイデンティティー、使命感 等

教員による適切な目標設定 と 目標設定のためのプロセス明示

学びの好循環
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■ 目標設定と評価指標の設定の研究
【育てたい人材、付けたい力を踏まえた目標設定と評価指標の活用】

■ 基礎・基本の定着に裏打ちされた「学びの好循環」を生み出す授業の研究
【予習を前提とした基礎・基本の定着に重点】

■ ＩＣＴを活用したアクティブラーニング型授業の研究と実践 【タブレット等の活用とＩＣＴ活用力の向上】モ
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（１） モデル校での取組

■ 実践交流発表会等を含む「学びの変革」セミナーへの参加
【県立高等学校全校で「学びの変革」に取り組む】

■ コアティーチャー授業研究会に全校教員が参加

■ 授業ＤＶＤなどのライブラリ作成、インターネット等を通じた取組内容やＡＬ担当者対象セミナー
の配信等の検討

■教科指導力に優れた教員をコアィー
チャーに選出し、教科指導のモデルと
なる授業づくりを研究
○公開授業と授業研究会の実施
○教科主任指導力向上研修や他校で
の授業研究会などで講師として活用

全校への成果の普及
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＊平成２８年は１３校を指定

（３） コアティーチャーの活用

■各校での「学びの変革」を担う教員の指導力
を養成（モデル校を含め県内全校が参加）

○アクティブラーニングの研究
○モデル校の取組内容を元に研究協議
○校内担当者で課題共有、他校担当者との交流

（２） 「学びの変革」セミナー ＊全校から参加 ＊国数英各５名
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「学びの変革」３つの柱

「学びの変革」の全校展開


